

















































































































































































Flame-throated robin on the topmost bough
Of theleaflessoak, what singestthou?
Hark, he tellethhow --
Spring IS commg now; springIS coming now










いる。 He tellethhow -- は「robinが言っている、どのように…かを」の意味で
ある。 How he singeth とでも言いたかったのだろうか。 Ｈｏｗまで述べたところ
で喋るのを止めて､詩人はrobinが歌うのにしばらくは耳を傾けている。すると、
Spring is coming now; spring is coming now. と言っているのだとわかる。この行



























































Flamme(French), laaien(Dutch), flamme(Danish), vlam(Afrikaans), flamma(Latin)
喉:











Be the green grass above me













































できない。The greengrassabove me を見たときに､｢私の上のほうにある緑の草｣
とはどういうことなのか。このことを理解するためには英語そのもの力ではな
く、その人が本質的に持っている想像力・理解力が必要になる。すでに述べた
ことであるが、経験に裏打ちされた知識がその基本になる。英国人が書いたも
のであれ、フランス人が書いたものであれ、地球上に住んでいる人間が書いた
ものであれば、われわれ日本人も同じ人間であるから理解できるはずである。
この世には人種が違っても、言葉が違っても、理解できる普遍な何かが存在し
ている。たとえば、家族に死者が出れば悲しむというのはほぼ一般的に見られ
る人間性である。辛いときには涙を流すとか、ほめられるとうれしくなるとか
いう感情は普遍的なものである。空腹のときに食べ物を求めて、喉がかわけば
水分が欲しくなる。これも普遍的に見られる現象である。人間に関わることの
なかにも人種を超えて共通していることがたくさんある。ましてや、自然に関
しては共通しているというよりはまったく同じなのである。昼と夜があり、昼
には太陽が、夜には月が出る。水は高いところから低いところへ流れて、雨は
必ず空から降ってくる。北半球であろうと南半球であろうと、陸地であろうと
海であろうと変わりがない。同じ惑星に住むわれわれは異なる面よりもはるか
に多くの共通性を持っている。国や人種によって異なることもあるが、それよ
りもはるかに多くのことにおいて共通性が見られる。英語を読むときにはこの
共通性を使って読んでいることが多い。世界には言わば共通の地盤があり、そ
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の上に立ってわれわれは英語を理解しようとしている。人口には英語の扉があ
るが、その扉を開いた先にあるのは英語も日本語もなく、ただ普遍的な世界が
あるだけである。普遍的な世界がよく分かっていれば、英語の扉を開くときに
やや扉が重く感じられても、中へ入ると理解しやすい世界が広がっている。
９　直観的理解
　英語で書かれていることであっても、書かれている内容に関してはわれわれ
の経験や知識が豊かであれば、内容の理解が容易になる。逆に、日本語で書か
れているものがすべて理解し易いかといえば決してそうではない。経済や医学
などの専門書は読みづらいものであるが、それは日本語の問題ではない。日本
語自体の理解はできるのであるが、読む側に経済や医学の知識がないために、
よく理解できないのである。日本語で書かれているものはわかるが、英語で書
かれているものはわからないとは言えない。日本語や英語の問題ではなく、書
かれている内容に関して経験や知識があるかどうかが問題なのである。このこ
とを推し進めていくと、いかなるものを読むときも、100％無知なことについ
て読んでいるのではないということになる。まったく知識のないものを読んで
いるのではない。すでに知っていること、すでに読んだこと、すでに読めてい
ることが必ずあるはずである。知っていることに基づいて、新たなことを読み
取るのである。どのような本を読んでも新情報で埋め尽くされているというこ
とはなく、旧情報が含まれている。含まれているというより、大方は旧情報、
つまり知っていることなのである。英語を読むというと、いかにも知らないこ
とばかりが書いてあり、それを読み解いていくような印象を受けるが、実際に
はほとんど知っていることを読んでいる。だからこそ、理解が成り立つのであ
る。もし、知らないことばかり（新情報）が書いてあるとするなら、読むとい
う行為は不可能になる。読むというより暗号の解読になる。
　本を読むときにはその半分以上を知っている。したがって、その本のなかに
知らないことが書かれていても、既知の事柄から、ある程度、その内容を類推
できる。図形の一部が欠けていても、60％も見えていれば、欠けているところ
を補うことができるのと同じである。図形の欠け方から判断すると、完成図は
円錐形になるはずだなどと察しがつく。図形の場合に言えることが、図形より
もっと複雑な現象においても言える。たとえば、笑っているが、笑いは口元に
限られている。目に笑みがない。このような条件が与えられると、その人がど
のような心理状態にあるかを察することができる。部分を見ているのに全体が
見えてくる。より少ない部分を見ているのに、より大きな全体を見通せること
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がある。これを即座に行なえる人を直観力に秀でた人と言う。経験や知識があ
ればあるほど、直観はより鋭く、正確に働く。直観はときに手品師の技のごと
く言われることがあるが、そうではない。想像力を正しく使った結果なのであ
る。ただ、直観は想像力を働かせている時間が極めて短いだけなのである。少
ない部分からより大きな全体を想像できれば、その人の直観力は優れていると
言われる。
　われわれが英語を読むときに必要なのはこの直観力である。直観力が優れて
いれば文法などに思いを巡らすことなく、英文を見た時点でその英文が言わん
とする本質に行き着くことができる。文法的に説明することはできないけれど、
英文が言わんとすることを肌で感じ取ることができる。面倒な過程を飛び越え
て､意味をつかむことができる。もっと言えば､読む前からすでに内容がわかっ
ていて、英語はちょっとしたヒントにすぎないということもある。
10　自分自身の判断
　経験と知識があれば、言語が英語であっても日本語であっても内容を理解す
ることができる。直観が機能すれば内容をすぐに理解できる。このように私は
考えているが、直観が働くためには１つの条件が必要である。それは自分自身
の経験や知識を有機的に統合し制御する能力である。知識が深く、また広いと
しても、それらがばらばらに存在していると、知識や経験が孤立してしまい相
互反応が起こらない。相互反応を起こさない知識や経験はそれ自体死んでいる。
相互反応とは情報が存在している位置と情報の評価に関するものである。適切
な位置にあり､適切な評価を受けた情報はその適切さゆえに相互に反応しあう。
このときに知識と経験が有機的に活動するようになる。直観が働く準備を整え
る。多くの知識や経験を１つに纏め上げていくのはその人自身である。知識や
経験が乏しいときにはそれなりに纏め上げられた図形はいびつであったり、ア
ンバランスであったりするが、知識や経験が自然な形で増して行き、適切に配
置されるにつれて、形が是正されて、やがて、バランスのとれたものへと発展
していく。バランスのとれた状態を作り出すのはその人自身の適切な判断、つ
まり、取捨選択によってなされる。長い時間と適切な判断より生まれたバラン
スのなかにその人の分別が存在する。完成された分別というものは存在しな
いが、人それぞれが自分自身の判断によって少しずつ完成の方向に向かってい
く。英語を読むときにもっとも必要なのはこの分別である。分別とはあいまい
な言い回しであるが、もっとも柔軟な合理的かつ総合的な判断力と言ってもよ
いかもしれない。この分別はすべての活動を行なうときに命綱となる。なにも
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英語を読むときにだけ必要とされるのではなく、人のすべての言動に分別が影
響を与える。であるなら、英語を読む時にも分別が必要なことは言うまでもな
い。英語を読むときに英語の上っ面を読んでいるのではなく、あなた自身を、
私自身を英語にぶつけて読んでいる。どんなに正確な英語の知識を身につけて
も、これらの活動を支配する分別が傷物であれば、英語の知識が活きるはずも
ない。一般的には英語の知識が少ないことを英語が読めない理由と考えるので、
英語の知識が不十分であることを指摘して、なんとか身につけさせようと努め
る。それほど明確な目的があるのであれば、成果がすぐに目に見えてきてもよ
いはずであるが、実際にはそのようなケースは多くない。何ヶ月、何年、英語
の知識を提供しても、ほとんど目に見えた成果が現れない。成果どころか、英
語の知識を提供したことにより、ますます英語ができなくなることがあること
を経験的に知っている。知識の提供が混乱を招いているのである。原因は上で
述べたような分別ができていないからである。人の活動の中心にあって、エン
ジンのような働きをする分別がその役目を果していないからである。英語の知
識を提供すればするほど、エンジンが不完全燃焼を起こす。英語を教えればそ
れだけ身につくものであるという妄想を信じて疑わず、身につかないのは教え
方の問題があるからだと考える。そして、次から次へと新たな教授法が編み出
される。もちろん、成果はあがらない。成果があがったという報告もあるが、
成果があがったのではない。分別を身につけている学生にはどのような教授法
でも成果があがるのであり、新たに考え出された教授法のためではない。英語
を読むときにもっとも重要なものは実は英語の知識ではなく、有効に働く分別
という名のエンジンがそなわっているか否かなのである。
11　おわりに
　英語を読んでいるにもかかわらず、英語を読んでいるという感覚がない。こ
のことがずっと心にあった。この問題に対して自分自身の心のなかをさぐる目
的で書いたのが本稿である。すべての問題が解決したとは言いがたいが、本稿
によって明らかになった点を箇条書きにして結語としたい。
・日本人はネイティブスピーカーと同じように発音することはできない。
・日本人の英語の発音は日本的になり、日本人には理解しやすい。
・ネイティブスピーカーは日本人的英語を理解できる。
・日本人は発音記号に従って日本人的に発音すればよい。
・英語の語形と意味の関係は恣意的である。これは言語の一般的な特徴である。
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・語が表わす意味を正確にイメージすることが重要である。
・語のイメージをつくるには英英辞典が有益である。
・語の意味を日本語で言えるかは二の次である。
・いわゆる「単語調べ」は単なる作業に過ぎない。
・英語そのものの知識としてもっとも重要なのは発音と語順である。
・英語を読むときには英語固有の知識よりも言語一般に関する知識を必要とす
　る。
・言語の５つの機能は英語固有のものではない。
・英語を含むすべての言語を読むのに必要な知識は普遍的なものに関する知識
　である。
・普遍性に関する既存の知識の質と量が言語を読むのに大きな影響を与える。
・何かを読むときには既存の知識がある程度あることを前提とする。
・既存の知識がまったくないものを読むときには暗号解読になる。
・知識と経験を適切に運用すれば、それだけ英語は読みやすくなる。
・知識と経験を統合するのが分別である。
・分別なき者に英語の情報を与えると混乱のみが生ずる。
・英語の基本指導は発音と語順の２点に重点をおくべきである。
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